
資料名 員数 法量　（㎝） 時代 作者 所蔵

複製 上杉
うえすぎ

本
ぼん

　洛中
らくちゅう

洛外
らくがい

図
ず

屏風
びょうぶ

六曲一双 各160.4×365.2 原本　永禄8年（1565） 狩野永徳 上杉博物館

国宝 上杉家文書 上杉博物館

1 　白川
しらかわ

義親
よしちか

書状
しょじょう

一通 35.5×45.5 （天正10年・1582）2月10日 文789

国宝 上杉家文書 上杉博物館

2 　伊達輝宗書状
だててるむねしょじょう

一通 21.0×51.5 （天正３年・1575ヵ）７月28日 文751

国宝 上杉家文書　 上杉博物館

3 　大宝寺
だ い ほ う じ

義
よし

興
おき

書状
しょじょう

一通 19.1×54.0 （天正12年・1584）4月28日 文800

国宝 上杉家文書　 上杉博物館

4 　土佐林
と さ ば や し

禅棟
ぜんとう

書状
しょじょう

一通 35.0×48.3 （永禄12年・1569）4月19日 文589

　2025年度の上杉文華館は「謙信・景勝に手紙を書く」と題して、国宝「上杉家文書」などを展示します。

　戦国時代、書状は一定の規則に則って書かれました。このような規則を書札礼
しょさつれい

といい、差出人と受取人の関係が反映されていました。それをまとめた書札礼書

も作られました。そこには差出者の社会的地位に応じた規範が示されています。その適用は厳密であり、ゆえに実際の書状の書き方から両者の関係を知ることも

できます。東国の大名間では、差出は実名
じつみょう

に花押
か お う

、宛名は名字
みょうじ

に殿の尊称という表記が、原則的に対等な関係を示していました。特別な内容や礼状などでは、宛

名に「謹上
きんじょう

」のような上所
じょうしょ

、差出の実名に官途
か ん と

や姓などを加えて厚礼とし、より丁寧な気持ちを表すこともありました。

　永禄
えいろく

4年（1561）、謙信（長尾景虎）は上杉憲政
　　　　のりまさ

から名跡
みょうせき

と関東管領
かんとうかんれい

の地位を譲られ、上杉氏を名乗ったことはよく知られています。これによって謙信、景勝

はその地位に応じた書状を受け取ることになりました。宛名には、「上杉殿」や「上杉弾正少弼殿
　　　　だんじょうしょうひつ

」などの名字
みょうじ

を冠したもの、「山
やま

内殿
のうちどの

」や「越府
え っ ぷ

」、「春日山」

などの地名を記すもの、また本人ではなく、報告を求めて側近に宛てたものなどがみられます。これらは差出人の立場によって選ばれますが、その基準をみてい

くことで、謙信や景勝の地位、諸大名家の権力構造、東国社会の変容などがみえてくると思われます。2025年度はこの解明に取り組んでいきます。

　第４回は、「山内殿」という表現が使われる地域として奥羽に目を向けます。奥羽のうちでも現在の福島県域にほぼ相当する南奥
なんおう

と、出羽庄内（山形県庄内地方）がそれに
該当します。南奥は関東と接し、その影響を強く受ける地域で、関東の領主との通交において書札礼に関東の礼的秩序が適用されていました。関東管領

かんれい

山内上杉氏

を継承した謙信・景勝との通交に、関東の書札礼
しょさつれい

が適用されることは自然であったともいえます。

　一方、出羽庄内では関東の礼的秩序は確認できません。庄内は越後と接しており、戦国時代以前から両地域の領主の密接な通交を確認できます。このような関係

が謙信や景勝との間でも続いていたことが、「山内殿」使用の背景にあったと考えられます。このような個別的関係は、関東の秩序に包摂された奥羽の領主にも見

られ、「山内殿」とは異なる書札礼が用いられていました。

　また、庄内では大名と国衆
くにしゅう

の間で採用される書札礼に差がありました。
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